



日 時 平成14年6月1日 (土)午後1時-午後1時20分
場 所 金沢大学医学部記念館
Ⅰ･会 長 挨 拶
Ⅱ･庶 務 報 告
平成13-14年度事業計画および報告
Ⅲ･会 計 報 告
1.平成13年度決算報告
2.平成14年度予算計画
Ⅳ ･編 集 報 告
Ⅴ･そ の 他
Ⅰ.会 長 挨 拶
山下純宏会長が挨拶された後,議長となられ議事を進行され
た.

















揺 (東海大学医学部),源 利成教授 (がん研遺伝子診断),横田




































































































































































































データ整理 保存 共有 DB化 PataManagement)と数値デー
タとしての解析法の確立 のataanalysis)そしてドメイン的知識
を見つける(Interpretation)の3つが全て効率よく行われなけれ
ばならない.特に医学的解釈は専門家のみの領域と信じられて
おりデータ洪水解消のための難関である.医学知識表現を明示
的に行うことが解釈を機械化する第一歩であるが,これを宣言
的に行う方法はジーンオントロジーとして最近注目を集めてい
る.しかし専門家による知識の宣言には多くの労力と調整努力
を要し,知識の更新に伴って永久に続く宣言の更新作業が必要
になるなどの問題点も指摘されている.
3.機械学習による機械的解釈法
ゲノム科学でのデータ解釈の一般的構造はデータ内にある要
素
